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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文書画像から判定対象領域を抽出する領域抽出手段と、
　前記領域抽出手段で抽出された判定対象領域内の閉ループ数を算出する閉ループ数算出
手段と、
　前記判定対象領域から前記閉ループ数と異なる特徴量を抽出する特徴量抽出手段と、
　前記閉ループ数算出手段により算出された閉ループ数が第１の閾値より小さい場合、当
該判定対象領域を文字領域と判定し、
　前記閉ループ数算出手段により算出された閉ループ数が第２の閾値（ここで第２の閾値
＞第１の閾値とする）より大きい場合、当該判定対象領域を写真領域と判断し、
　前記閉ループ数算出手段により算出された閉ループ数が前記第１の閾値以上で且つ前記
第２の閾値以下である場合、前記特徴量抽出手段で抽出された特徴量に基づいて当該判定
対象領域が文字領域か否かを判定する領域判定手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記文書画像内に含まれる画素塊に基づいて、前記画像内から文字領域候補を判定する
プレ判定手段を更に有し、
　前記領域抽出手段では、前記プレ判定手段で判定された文字領域候補に含まれる文字矩
形を、前記判定対象領域として抽出することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置
。
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【請求項３】
　多値画像から２値画像を生成する２値化手段を更に有する画像処理装置であって、
　前記領域抽出手段での抽出対象となる文書画像は、前記２値化手段により生成された２
値画像であることを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記閉ループ数算出手段で算出される閉ループ数は、前記判定対象領域内の黒画素、ま
たは、白画素の輪郭線の数であることを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記特徴量抽出手段で抽出される特徴量は、当該判定対象領域の色分散値であることを
特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記領域判定手段により文字領域と判定された領域に対して第１の圧縮処理を施し、前
記文字領域と判定された領域以外の画像に対して第２の圧縮処理を施すことにより、前記
文書画像の圧縮データを得る圧縮手段を、更に有することを特徴とする請求項１乃至５の
いずれかに記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記第１の圧縮処理は２値画像に適した圧縮処理であり、前記第２の圧縮処理は多値画
像に適した圧縮処理であることを特徴とする請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記領域判定手段により文字領域と判定された領域から代表色を算出する代表色算出手
段を更に有する画像処理装置であって、
　前記圧縮データには、前記第１の圧縮処理により得られる第１圧縮コードと、前記第２
の圧縮処理により得られる第２圧縮コードと、前記代表色算出手段で得られる代表色の情
報とが含まれることを特徴とする請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記第２の圧縮処理を施す対象の画像は、前記文書画像において前記文字領域と判定さ
れた領域の部分を周囲の色で埋めることにより生成された文書画像であることを特徴とす
る請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記領域判定手段で文字領域と判定された領域に対して、文字認識処理を実行する文字
認識処理手段を更に備えることを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の画像処理
装置。
【請求項１１】
　領域抽出手段が、文書画像から判定対象領域を抽出する領域抽出ステップと、
　閉ループ数算出手段が、前記領域抽出ステップで抽出された判定対象領域内の閉ループ
数を算出する閉ループ数算出ステップと、
　特徴量抽出手段が、前記判定対象領域から前記閉ループ数と異なる特徴量を抽出する特
徴量抽出ステップと、
　領域判定手段が、前記閉ループ数算出ステップで算出された閉ループ数が第１の閾値よ
り小さい場合、当該判定対象領域を文字領域と判定し、
　前記閉ループ数算出ステップで算出された閉ループ数が第２の閾値（ここで第２の閾値
＞第１の閾値とする）より大きい場合、当該判定対象領域を写真領域と判断し、
　前記閉ループ数算出ステップで算出された閉ループ数が前記第１の閾値以上で且つ前記
第２の閾値以下である場合、前記特徴量抽出ステップで抽出された特徴量に基づいて当該
判定対象領域が文字領域か否かを判定する領域判定ステップと、
を備えることを特徴とする、画像処理装置による画像処理方法。
【請求項１２】
　コンピュータを、
　文書画像から判定対象領域を抽出する領域抽出手段、
　前記領域抽出手段で抽出された判定対象領域内の閉ループ数を算出する閉ループ数算出
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手段、
　前記判定対象領域から前記閉ループ数と異なる特徴量を抽出する特徴量抽出手段、
　前記閉ループ数算出手段により算出された閉ループ数が第１の閾値より小さい場合、当
該判定対象領域を文字領域と判定し、
　前記閉ループ数算出手段により算出された閉ループ数が第２の閾値（ここで第２の閾値
＞第１の閾値とする）より大きい場合、当該判定対象領域を写真領域と判断し、
　前記閉ループ数算出手段により算出された閉ループ数が前記第１の閾値以上で且つ前記
第２の閾値以下である場合、前記特徴量抽出手段で抽出された特徴量に基づいて当該判定
対象領域が文字領域か否かを判定する領域判定手段、
として機能させるためのコンピュータプログラム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のコンピュータプログラムを格納した、コンピュータ読み取り可能な
記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、文書画像の領域判定を好適に行うことができる画像処理装置、画像処理方法
、コンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、カラープリンタやカラースキャナ等の普及により、カラー化された文書が増え、
これをスキャンにより取り込んで電子ファイルとして保存したり、インターネット等を介
して第三者等に送付する機会が増えてきている。しかし、フルカラーデータのままでは記
憶装置や回線への負荷が大きいため、圧縮処理等の方法で取り扱うデータ量を小さくする
必要がある。
【０００３】
　従来、カラー画像を圧縮する方法として、例えば、誤差拡散等で擬似階調を持った２値
画像にして圧縮する方法、ＪＰＥＧ形式で圧縮する方法、８ビットのパレットカラーに変
換を行ってＺＩＰ圧縮やＬＺＷ圧縮をする方法等があった。また、領域判定とＭＭＲによ
る２値圧縮とＺＩＰによる可逆圧縮と、ＪＰＥＧによる非可逆圧縮との組み合わせにより
、通常の文字領域については高い品位が得られる圧縮方法等があった（例えば、特許文献
１及び特許文献２参照）。
【０００４】
　また、従来、文書画像処理に関する技術としては、文書を光学的に入力し、文字を認識
してテキストコードを出力する光学的文字認識装置（ＯＣＲ）の技術が存在する（例えば
、特許文献３参照）。
【０００５】
　ＯＣＲでは、濃度射影（ヒストグラム）により文字行を切り出し（抽出）、さらに１文
字単位の文字ブロック切り出し（抽出）を行う。文字ブロックの切り出しに際しては、文
字行方向に濃度射影を取り、濃度射影値の変化に基づいて文字行を分離し、さらに、各文
字行について、文字行と垂直方向に濃度射影を取ることで個々の文字ブロックを抽出する
。また必要に応じて、標準的な文字サイズや文字ピッチの推定値、および行と垂直方向に
濃度射影値等の情報を用いて、１文字単位の文字画像となる、最終的な文字ブロックを切
り出す。切り出された文字ブロックは、縦横寸法の正規化を行った後に、所定の特徴デー
タ抽出の処理が施される。特徴データが抽出された個々の文字ブロックは、予め求められ
ている標準パタンとの類似度が計算され、最も類似度の高い文字が認識結果とされる。標
準パタンの集合は認識辞書と呼ばれる。
【特許文献１】特開２００２－０７７６３３号公報
【特許文献２】特開２００４－１２８８８０号公報
【特許文献３】特開２００３－３４６０８３号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１や特許文献２に記載の方法によれば、領域判定とＭＭＲによる２値圧縮とＺ
ＩＰによる可逆圧縮と、ＪＰＥＧによる非可逆圧縮との組み合わせにより、通常の文字領
域については高い品位が得られる。しかし、領域判定の結果において、文字ではない領域
（写真領域など、以下、非文字）を文字であると誤判断する場合もあり、その際は逆に大
きな画質劣化を生じるという問題があった。
【０００７】
　また、ＯＣＲ処理においては、文字ブロックとして切り出した領域が非文字であった場
合、非文字に対して文字認識を行うことになる。非文字に対して文字認識を行ってしまう
と、全体の処理速度を低下させてしまう他、意味のないテキストコードが認識結果の出力
データに含まれてしまう場合もあり好ましくないという問題があった。
【０００８】
　本発明は、このような事情を考慮してなされたものであり、抽出した領域に対して、文
字と非文字の属性判断を良好に行うことができる画像処理装置、画像処理方法、コンピュ
ータプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決する為に、本発明の画像処理装置は、文書画像から判定対象領域を抽出
する領域抽出手段と、前記領域抽出手段で抽出された判定対象領域内の閉ループ数を算出
する閉ループ数算出手段と、前記判定対象領域から前記閉ループ数と異なる特徴量を抽出
する特徴量抽出手段と、前記閉ループ数算出手段により算出された閉ループ数が第１の閾
値より小さい場合、当該判定対象領域を文字領域と判定し、前記閉ループ数算出手段によ
り算出された閉ループ数が第２の閾値（ここで第２の閾値＞第１の閾値とする）より大き
い場合、当該判定対象領域を写真領域と判断し、前記閉ループ数算出手段により算出され
た閉ループ数が前記第１の閾値以上で且つ前記第２の閾値以下である場合、前記特徴量抽
出手段で抽出された特徴量に基づいて当該判定対象領域が文字領域か否かを判定する領域
判定手段と、を備えることを特徴とする。
【００１０】
　上記課題を解決する為に、本発明の画像処理方法は、領域抽出手段が、文書画像から判
定対象領域を抽出する領域抽出ステップと、閉ループ数算出手段が、前記領域抽出ステッ
プで抽出された判定対象領域内の閉ループ数を算出する閉ループ数算出ステップと、特徴
量抽出手段が、前記判定対象領域から前記閉ループ数と異なる特徴量を抽出する特徴量抽
出ステップと、領域判定手段が、前記閉ループ数算出ステップで算出された閉ループ数が
第１の閾値より小さい場合、当該判定対象領域を文字領域と判定し、前記閉ループ数算出
ステップで算出された閉ループ数が第２の閾値（ここで第２の閾値＞第１の閾値とする）
より大きい場合、当該判定対象領域を写真領域と判断し、前記閉ループ数算出ステップで
算出された閉ループ数が前記第１の閾値以上で且つ前記第２の閾値以下である場合、前記
特徴量抽出ステップで抽出された特徴量に基づいて当該判定対象領域が文字領域か否かを
判定する領域判定ステップと、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、文字と非文字の領域判定を精度良く実行することが可能となる。した
がって、この領域判定結果を圧縮技術に適用すると、良好な画質が得られると共に、圧縮
効率を向上させることが可能となる。また、ＯＣＲ技術に対して適用すると、処理速度の
向上と共に、意味のないテキストコードを出力してしまうことを抑え、認識率を向上させ
ることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
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　（実施例１）
　以下の実施の形態では、例えばカラー複写機に搭載可能な、カラー画像の圧縮技術にお
いて本発明の領域判定技術を適用する例を説明する。尚、カラー複写機の機能としては、
例えば、カラーコピー機能、カラープリント機能及びカラースキャナ機能があるが、本実
施形態で説明する領域判定技術は、このうちカラーコピー機能及びカラースキャナ機能で
適用可能である。具体的には、カラー原稿を読み取ることにより得られたカラー画像デー
タを圧縮する際に用いられる圧縮技術に適用できる。また、カラースキャナ機能としては
、例えば、カラー原稿を読み取ることにより得られたカラー画像データを圧縮して外部へ
送信するデータ送信機能及び同カラー画像データを圧縮して複写機内部の記憶手段に記憶
する保存機能がある。
【００１３】
　以下、図面を参照して、本発明を好適な実施形態に従って詳細に説明する。
【００１４】
　図１は本発明の実施例によるシステム構成を示す概略図であり、ネットワーク通信機能
を備えた複合機（ＭＦＰ）１０１とホストコンピュータ（以下、ＰＣ）１０２が、ネット
ワーク１０３等の伝送媒体で接続された環境を示す図である。
【００１５】
　また、点線１０４～１０５は、処理／制御の流れを示すものとし、以下順に説明を行う
。１０４は、ユーザがＭＦＰ１０１のスキャナより紙文書を読み込ませる処理を示す。そ
の際、ユーザは、後述するＭＦＰ１０１のユーザーインターフェース（図２の２０３）よ
り、送信する宛先（例えば、ＰＣ１０２）、各種送信設定（例えば、解像度、圧縮率）、
データ書式（例えば、ＪＰＥＧ、ＴＩＦＦ、ＰＤＦ、ＰＤＦ高圧縮、ＰＤＦ（ＯＣＲ結果
付き））を予め指定する。本実施例では、カラー画像の圧縮技術において本発明の領域判
定方法を用いる例を説明するため、データ書式としてＰＤＦ高圧縮を指定した場合につい
て説明を行う。ＰＤＦ高圧縮の技術詳細については後述する。１０５は、指定された送信
設定及びデータ書式に基づいて、ＭＦＰ１０１の後述するソフトウェアあるいはハードウ
ェア機能を利用してデータを生成し、指定された宛先に送信する処理を示す。ここで、Ｐ
Ｃ１０２へ送信された画像は、ＰＤＦなどのファイルフォーマットで送信されることにな
るので、ＰＣ１０２の有する汎用的なビューアで閲覧可能である。
【００１６】
　次に、図１におけるＭＦＰ１０１のハードウェアの詳細構成について図２を用いて説明
する。
【００１７】
　ＭＦＰ１０１は、画像入力デバイスであるスキャナ部２０１、画像出力デバイスである
プリンタ部２０２、ＣＰＵやメモリ等で構成される制御ユニット（Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ
　Ｕｎｉｔ）２０４、ユーザーインターフェースである操作部２０３等を有する。制御ユ
ニット２０４は、スキャナ部２０１、プリンタ部２０２、操作部２０３と接続し、一方で
は、ＬＡＮ２１９や一般の電話回線網である公衆回線（ＷＡＮ）２２０と接続することで
、画像情報やデバイス情報の入出力を行うコントローラである。ＣＰＵ２０５はシステム
全体を制御するコントローラである。ＲＡＭ２０６はＣＰＵ２０５が動作するためのシス
テムワークメモリであり、画像データを一時記憶するための画像メモリでもある。ＲＯＭ
２１０はブートＲＯＭであり、システムのブートプログラムが格納されている。ＨＤＤ２
１１はハードディスクドライブで、システム制御ソフトウェア、画像データを格納する。
操作部Ｉ／Ｆ２０７は操作部（ＵＩ）２０３とのインターフェース部で、操作部２０３に
表示するための画像データを操作部２０３に対して出力する。また、操作部２０３から本
画像処理装置の使用者が入力した情報を、ＣＰＵ２０５に伝える役割をする。ネットワー
ク（Ｎｅｔｗｏｒｋ）２０８は本画像処理装置をＬＡＮ２１９に接続し、パケット形式の
情報の入出力を行う。モデム（ＭＯＤＥＭ）２０９は本画像処理装置を公衆回線２２０に
接続し、情報の復調・変調を行い入出力を行う。以上のデバイスがシステムバス２２１上
に配置される。
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【００１８】
　イメージバスインターフェース（Ｉｍａｇｅ　Ｂｕｓ　Ｉ／Ｆ）２１２はシステムバス
２２１と画像データを高速で転送する画像バス２２２とを接続し、データ構造を変換する
バスブリッジである。画像バス２２２は、例えば、ＰＣＩバスやＩＥＥＥ１３９４で構成
される。
【００１９】
　画像バス２２２上には以下のデバイスが配置される。ラスターイメージプロセッサ（Ｒ
ＩＰ）２１３はＰＤＬコードを解析し、ビットマップイメージに展開する。デバイスＩ／
Ｆ部２１４は、信号線２２３を介して画像入出力デバイスであるスキャナ部２０１、信号
線２２４を介してプリンタ部２０２、をそれぞれ制御ユニット２０４に接続し、画像デー
タの同期系／非同期系の変換を行う。スキャナ画像処理部２１５は、入力画像データに対
し補正、加工、編集を行う。プリンタ画像処理部２１６は、プリンタ部２０２に出力すべ
きプリント出力画像データに対して、プリンタ部２０２に応じた補正、解像度変換等を行
う。画像回転部２１７は入力された画像データの回転を行い出力する。画像圧縮部２１８
は、多値画像データに対してはＪＰＥＧ圧縮伸長処理、または、デバイス固有の圧縮伸長
処理を行い、２値画像画像データに対してはＪＢＩＧ、ＭＭＲ、ＭＨの圧縮伸長処理を行
う。以上が図１におけるＭＦＰ１０１のハードウェアの詳細構成である。
【００２０】
　次に、図２における制御ユニット２０４に実装されるソフトウェア構成について図３を
用いて説明する。３０１はユーザーインターフェース（以下、ＵＩ）であり、オペレータ
が操作部２０３を用いてＭＦＰに対する各種操作・設定を行う際の、機器とユーザ操作と
の仲介を行うモジュールである。本モジュールは、オペレータの操作に従い、後述の各種
モジュールに入力情報を転送して処理の依頼、或いはデータの設定等を行う。
【００２１】
　３０２はアドレスブック（Ａｄｄｒｅｓｓ－Ｂｏｏｋ）、即ちデータの送付先、通信先
等を管理するデータベースモジュールである。アドレスブック３０２の内容は操作部２０
３からの操作を、ＵＩ３０１で検知し、データの追加、削除、取得が行われ、オペレータ
の操作により後述の各モジュールにデータの送付・通信先情報を与えるものとして使用さ
れるものである。
【００２２】
　３０３はＷｅｂサーバモジュール（Ｗｅｂ－Ｓｅｒｖｅｒモジュール）であり、Ｗｅｂ
クライアント（例えば、ＰＣ１０２）からの要求により、本ＭＦＰの管理情報を通知する
ために使用される。この管理情報は、後述の統合送信部（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ－Ｓｅｎｄ
モジュール）３０４、後述のリモートコピースキャンモジュール（Ｒｅｍｏｔｅ－Ｃｏｐ
ｙ－Ｓｃａｎモジュール）３０９、後述のリモートコピープリントモジュール（Ｒｅｍｏ
ｔｅ－Ｃｏｐｙ－Ｐｒｉｎｔモジュール）３１０、後述の制御ＡＰＩ（Ｃｏｎｔｒｏｌ－
ＡＰＩ）３１８を介して読み取られ、後述のＨＴＴＰモジュール３１２、ＴＣＰ／ＩＰ通
信モジュール３１６、ネットワークドライバ（Ｎｅｔｗｏｒｋ－Ｄｒｉｖｅｒ）３１７を
介してＷｅｂクライアントに通知される。Ｗｅｂサーバモジュール３０３はＷｅｂクライ
アントに渡すべき情報を、ＨＴＭＬ形式等のいわゆるＷｅｂページ（ホームページ）形式
のデータとして作成する。必要に応じてＪａｖａ（登録商標）やＣＧＩプログラム等が用
いられる。
【００２３】
　３０４は統合送信部（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ－Ｓｅｎｄモジュール）、即ちデータの配信
を司るモジュールであり、ＵＩ３０１を介してオペレータによって指定されたデータを、
指示された通信（出力）先に配布するものである。また、オペレータにより、本ＭＦＰの
スキャナ機能を使用して配布データの生成が指示された場合は、後述の制御ＡＰＩ３１８
を介して本ＭＦＰのスキャナ２０１を動作させ、データの生成を行う。
【００２４】
　３０５は統合送信部３０４内で出力先にプリンタが指定された際に実行されるモジュー
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ルである。３０６は統合送信部３０４内で通信先にＥ－ｍａｉｌアドレスが指定された際
に実行されるモジュールである。３０７は統合送信部３０４内で出力先にデータベースが
指定された際に実行されるモジュールである。３０８は統合送信部３０４内で出力先に本
ＭＦＰと同様のＭＦＰが指定された際に実行されるモジュールである。
【００２５】
　３０９はリモートコピースキャン（Ｒｅｍｏｔｅ－Ｃｏｐｙ－Ｓｃａｎ）モジュールで
あり、ＭＦＰ１０１のスキャナ機能を使用してスキャナ２０１で読み取った画像情報の出
力先をネットワーク等で接続された他のＭＦＰのプリンタで出力し、本ＭＦＰ１０１単体
で実現しているコピー機能と同等の処理を行うモジュールである。３１０はリモートコピ
ープリント（Ｒｅｍｏｔｅ－Ｃｏｐｙ－Ｐｒｉｎｔ）モジュールであり、ネットワーク等
で接続された他のＭＦＰのスキャナで読み取った画像情報を入力元として得られた画像情
報をＭＦＰ１０１のプリンタ機能を使用して出力することにより、同様にＭＦＰ１０１単
体で実現しているコピー機能と同等の処理を行うモジュールである。ボックスモジュール
３１１はスキャン画像もしくはＰＤＬプリント画像をＨＤＤに格納し、格納した画像のプ
リンタ機能による印刷、統合送信（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ－Ｓｅｎｄ）機能による送信、Ｈ
ＤＤに格納した文書の削除、グルーピング（個別ＢＯＸへの格納）、ＢＯＸ間移動、ＢＯ
Ｘ間コピーなどの管理機能を提供する。なお、ボックスモジュール３１１は、ＨＴＴＰモ
ジュール３１２及びＴＣＰ／ＩＰモジュール３１６によって通信機能が提供される。
【００２６】
　３１２はＨＴＴＰモジュールであり、本ＭＦＰがＨＴＴＰにより通信する際に使用され
、後述のＴＣＰ／ＩＰ通信モジュール３１６により前述のＷｅｂサーバモジュール３０３
、Ｗｅｂプルプリントモジュール３１１に通信機能を提供する。３１３はｌｐｒモジュー
ルであり、後述のＴＣＰ／ＩＰ通信モジュール３１６により前述の統合送信部３０４内の
プリンタモジュール３０５に通信機能を提供するものである。３１４はＳＭＴＰモジュー
ルであり、後述のＴＣＰ／ＩＰ通信モジュール３１６により統合送信部３０４内のＥ－ｍ
ａｉｌモジュール３０６に通信機能を提供する。３１５はＳＬＭ、即ちＳａｌｕｔａｔｉ
ｏｎ－Ｍａｎａｇｅｒモジュールであり、後述のＴＣＰ／ＩＰ通信３１６モジュールによ
り前述の統合送信部３０４内のデータベースモジュール３１７、ＤＰモジュール３１８、
及びリモートコピースキャンモジュール３０９、リモートコピープリントモジュール３１
０に通信機能を提供する。
【００２７】
　３１６はＴＣＰ／ＩＰ通信モジュールであり、後述のネットワークドライバ３１６を用
いて、前述の各種モジュールにネットワーク通信機能を提供する。３１７はネットワーク
ドライバであり、ネットワークに物理的に接続される部分を制御するものである。
【００２８】
　３１８は制御ＡＰＩであり、統合送信部３０４等の上流モジュールに対し、後述のジョ
ブマネージャ（Ｊｏｂ－Ｍａｎａｇｅｒ）３１９等の下流モジュールとのインターフェイ
スを提供するものであり、上流及び下流のモジュール間の依存関係を軽減し、それぞれの
流用性を高めるものである。３１９はジョブマネージャであり、前述の各種モジュールよ
り制御ＡＰＩ３１８を介して指示される処理を解釈し、後述の各モジュール（３２０、３
２４、３２６）に指示を与えるものである。また、ジョブマネージャ３１９は、ＦＡＸジ
ョブの制御も含め本ＭＦＰ内で実行される種々のジョブを一元管理するものである。
【００２９】
　３２０はコーデックマネージャ（ＣＯＤＥＣ－Ｍａｎａｇｅｒ）であり、ジョブマネー
ジャ３１９が指示する処理の中でデータの各種圧縮・伸長を管理・制御するものである。
３２１はＦＢＥエンコーダモジュール（ＦＢＥ－Ｅｎｃｏｄｅｒ）であり、ジョブマネー
ジャ３１９、後述のスキャンマネージャ（Ｓｃａｎ－Ｍａｎａｇｅｒ）３２４により実行
されるスキャン処理により読み込まれたデータをＦＢＥフォーマットにより圧縮するもの
である。３２２はＪＰＥＧコーデックモジュール（ＪＰＥＧ－ＣＯＤＥＣ）であり、ジョ
ブマネージャ３１９、スキャンマネージャ３２４により実行されるスキャン処理、及びプ
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リントマネージャ（Ｐｒｉｎｔ－Ｍａｎａｇｅｒ）３２６により実行される印刷処理にお
いて、読み込まれたデータのＪＰＥＧ圧縮及び印刷データのＪＰＥＧ展開処理を行うもの
である。３２３はＭＭＲコーデック（ＭＭＲ－ＣＯＤＥＣ）であり、ジョブマネージャ３
１９、スキャンマネージャ３２４により実行されるスキャン処理、及びプリントマネージ
ャ３２６により実行される印刷処理において、スキャナから読み込まれたデータのＭＭＲ
圧縮及びプリンタへ出力すべき印刷データのＭＭＲ伸長処理を行うものである。
【００３０】
　３２４はスキャンマネージャ（Ｓｃａｎ－Ｍａｎａｇｅｒ）であり、ジョブマネージャ
３１９が指示するスキャン処理を管理・制御するものである。３２５はＳＣＳＩドライバ
であり、スキャンマネージャ３２４と本ＭＦＰが内部的に接続しているスキャナ部２０１
との通信を行うものである。３２６はプリントマネージャ（Ｐｒｉｎｔ－Ｍａｎａｇｅｒ
）であり、ジョブマネージャ３１９が指示する印刷処理を管理・制御するものである。３
２７はエンジンインターフェース（Ｅｎｇｉｎｅ－Ｉ／Ｆ）であり、プリントマネージャ
３２６とプリンタ部２０２とのＩ／Ｆを提供する。３２８はパラレルポートドライバであ
り、Ｗｅｂプルプリント３１１がパラレルポートを介して不図示の出力機器にデータを出
力する際のＩ／Ｆを提供する。
【００３１】
　次にＡｄｄｒｅｓｓ－Ｂｏｏｋ３０２の詳細について説明する。このＡｄｄｒｅｓｓ－
Ｂｏｏｋ３０２は、ＭＦＰ１０１内の不揮発性の記憶装置（不揮発性メモリやハードディ
スクなど）に保存されており、この中には、ネットワークに接続された他の機器の特徴が
記載されている。例えば、以下に列挙するようなものが含まれている。
・機器の正式名やエイリアス名，
・機器のネットワークアドレス，
・機器の処理可能なネットワークプロトコル，
・機器の処理可能なドキュメントフォーマット，
・機器の処理可能な圧縮タイプ，
・機器の処理可能なイメージ解像度，
・プリンタ機器の場合の給紙可能な紙サイズや給紙段情報，
・サーバ（コンピュータ）機器の場合のドキュメントを格納可能なフォルダ名
　以下に説明する各アプリケーションは、上記Ａｄｄｒｅｓｓ－Ｂｏｏｋ３０２に記載さ
れた情報により配信先の特徴を判別することが可能となる。
【００３２】
　このＡｄｄｒｅｓｓ－Ｂｏｏｋ３０２を参照して、ＭＦＰ１０１はデータを送信するこ
とができる。例えば、リモートコピーアプリケーションは、配信先に指定された機器の処
理可能な解像度情報を前記Ａｄｄｒｅｓｓ－Ｂｏｏｋ３０２より判別し、それに従い、ス
キャナにより読み込まれた画像２値画像を公知のＭＭＲ圧縮を用いて圧縮し、それを公知
のＴＩＦＦ（Ｔａｇｇｅｄ　Ｉｍａｇｅ　Ｆｉｌｅ　Ｆｏｒｍａｔ）化し、ＳＬＭ３０３
に通して、ネットワーク上のプリンタ機器に送信する。ＳＬＭ３０３については、詳細に
は説明しないが、公知のＳａｌｕｔａｔｉｏｎ－Ｍａｎａｇｅｒ）と呼ばれる機器制御情
報などを含んだネットワークプロトコルの一種である。
【００３３】
　次に、図１におけるホストコンピュータ１０２のハードウェア構成について図４を用い
て説明する。ホストコンピュータ１０２ついては、一般的なパーソナルコンピュータの構
成、機能を有しており、周辺機器であるモニタ４０１、キーボード・マウス４０２と、ホ
ストコンピュータ１０２全体を制御する中央処理装置ＣＰＵ４０３、アプリケーションや
データを記憶するハードディスク４０５、メモリ４０６等からなる。また、ネットワーク
・インターフェース４０６を介してネットワーク１０３等の伝送媒体に接続されている。
【００３４】
　次に、前述したＰＤＦ高圧縮に関して、図５及び図６を用いて説明する。
【００３５】
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　ここでいうＰＤＦ高圧縮とは、カラー画像の圧縮技術であり、領域判定を行い、各領域
の属性に応じて、ＭＭＲによる２値圧縮とＪＰＥＧによる非可逆圧縮とを適応的に変えて
圧縮することにより、圧縮率を高くできるとともに、文字領域については高い品位が得ら
れる圧縮方法である。
【００３６】
　多値画像である入力画像（５０１）は、２値化部（５０２）で２値化され、２値画像（
５０３）が生成される。領域判定部（５０４）は、２値画像（５０３）を入力とし、例え
ば、所定値の画素（例えば、黒画素）の輪郭線追跡等により画素塊を取得し、当該画素塊
の大きさや位置に基づいてグループ化していくことにより領域を形成し、当該形成された
領域内の画素塊の大きさや並び方などに基づいて文字領域を判別して、文字領域情報を生
成する。文字領域情報は、文字領域の位置や大きさを示す情報である。また、領域判定部
（５０４）が文字領域を判定することで、それ以外の部分は、写真やイラストや背景等の
自然（階調）画像を示す写真領域として判定する。文字切り出し部（５０５）は、領域判
定部（５０４）により、文字領域と判定した領域に対して、文字領域内における各文字（
単位文字領域）を文字切り矩形として切り出し、文字切り矩形情報を生成する。文字切り
矩形情報は、文字きり矩形の位置や大きさを示す情報である。文字領域情報、及び文字切
り矩形情報は、文字領域情報（５０６）として情報管理されるものとする。また、２値画
像（５０３）を入力とし、領域判定部（５０４）により文字領域と判定された領域につい
て、文字領域毎の２値画像である部分２値画像（５０７）を生成する。
【００３７】
　一方で、入力画像（５０１）は、縮小部（５１２）により縮小（又は低解像度化）され
、縮小多値画像（５１３）が生成される。代表色抽出部（５１０）は、部分２値画像（５
０７）を入力とし、文字領域情報（５０６）及び縮小多値画像（５１３）を参照しながら
、文字切り矩形の代表色を算出し、その結果を文字色情報（５１１）として情報管理する
（尚、この処理の詳細については、特許文献２参照）。文字領域穴埋め部（５１４）は、
縮小多値画像（５１３）を入力とし、文字領域情報（５０６）及び部分２値画像（５０７
）を参照しながら、縮小多値画像（５１３）の各文字領域あるいは文字切り矩形を、その
周辺色で塗り潰す処理を行う（尚、この処理の詳細については、特許文献１参照）。
【００３８】
　以上の処理の後、部分２値画像（５０７）は各々、ＭＭＲ圧縮部（５０８）により圧縮
コード１（５０９）として圧縮される。また、文字領域穴埋め部（５１４）にて穴埋めさ
れた穴埋め多値画像は、ＪＰＥＧ圧縮部（５１５）により圧縮コード２（５１６）として
圧縮される。
【００３９】
　このようにして、各構成要素から得られる文字領域情報（５０６）、圧縮コード１（５
０９）、文字色情報（５１１）、圧縮コード２（５１６）のデータ群を結合した圧縮デー
タ（５１７）が生成される。この圧縮データ（５１７）を、更に、ＰＤＦなどで可逆圧縮
することにより、ＰＤＦ高圧縮データが生成される。
【００４０】
　図６は、前述したように生成された圧縮データ（５１７）を伸長する概略構成を示す図
である。ＭＭＲ伸長部（６０１）は圧縮コード１（５０９）を入力とし、ＭＭＲ伸長処理
を行い、部分２値画像（６０２）を生成する。ＪＰＥＧ伸長部（６０５）は圧縮コード２
（５１６）を入力し、ＪＰＥＧ伸長処理を行い、さらに拡大部（６０６）で拡大処理を行
うことで、多値画像（６０７）を生成する。合成部（６０３）は文字領域情報（５０６）
を参照しながら、文字色情報（５１１）を部分２値画像（６０２）の黒画素に割り当て、
その文字色が割り当てられた部分２値画像を多値画像（６０７）の上に合成して表示する
。この際、部分２値画像（６０２）の白画素は透明色が割り当てられており、多値画像（
６０７）を透過する。
【００４１】
　このように、画像伸長装置は、画像圧縮装置により生成された圧縮データを伸長し、画
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像を復元する。
【００４２】
　図７は、図５及び図６で使用、または生成される画像の概略図を示す。
【００４３】
　７０１は、入力画像（５０１）を示す。７０２は、２値画像（５０３）を示す。
【００４４】
　７０３は、領域判定部（５０４）により、文字領域、写真領域に領域判定された結果を
示す。ここで、７０４及び７０６は文字領域と判定され、７０５は写真領域として判定さ
れたものとする。
【００４５】
　７０７、７０８は、領域判定部（５０４）により文字領域と判定された領域の部分２値
画像（５０７）を示す。
【００４６】
　７０９は、文字切り出し部（５０５）により切り出された文字切り矩形の概略図を示す
。７１０は、文字領域７０４の文字切り矩形であり、７１１、７１２は、文字領域７０６
の文字切り矩形である。ここで、７１１、７１２に示すように文字領域内の文字切り矩形
の中に、文字と写真が混在することがある。例えば、特許文献１のように画素の集まりを
位置の近さやサイズの一致に基づいてグループ化した場合、文字サイズに近い写真領域が
文字領域内に混在する場合がある。これらの矩形全てを文字として扱うと、７１２のよう
な本来写真として扱うべき矩形は、２値画像として処理が行われるため、情報の欠落が生
じる。仮に文字領域内の文字切り矩形を全て文字として扱った場合に生成される圧縮デー
タ（５１７）または、ＰＤＦ高圧縮データを７１３に示す。ここで、７１４に示すように
本来階調や色を有する写真領域が文字領域として扱われて２値化されてしまい、情報欠落
が生じることになる。
【００４７】
　これらの問題点を解決するために、本発明では、図８に示すように領域判定部２（８０
１）を更に設け、文字切り矩形の領域判定を行う。その他の構成要素は図５と同様である
。
【００４８】
　次に、図９のフローチャートを用いて、本発明のポイントである領域判定部２（８０１
）の説明を行う。ここで、図９のフローチャートは、図８の処理の一部であるため、図８
を適宜参照する。また、領域判定部２（８０１）は、図９の９０７～９１０の処理を示す
。
【００４９】
　まず、ステップ９０１にて、入力画像（５０１）に対して２値化部（５０２）により２
値化を行う。
【００５０】
　次に、ステップ９０２にて、２値画像（５０３）に対して領域判定部（５０４）により
領域判定を行う。ステップ９０２での領域判定は、例えば、２値画像において輪郭線追跡
を行うことによって画素塊を取得し、近くの画素塊同士をグループ化することにより分割
されてしまっている文字や文字行が結合されることになる。このグループ化によって形成
された領域に含まれる画素塊の大きさや位置関係などに基づいて、当該領域が１又は複数
の文字を含む文字領域かどうかの判定が行われる。
【００５１】
　次に、ステップ９０３にて、領域数のカウンタであるｎを初期化する。次に、ステップ
９０４にて、注目領域が文字領域と判定された領域である場合は、ステップ９０５へ、非
文字領域と判定された領域である場合は、ステップ９１２へ進む。
【００５２】
　ステップ９０５では、文字切り出し部（５０５）にて文字切り出しを行う。例えば、水
平方向にヒストグラムを取って文字行を切り出し、各文字行の垂直方向のヒストグラムを
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取って文字矩形を切り出すことができる。
【００５３】
　ステップ９０６にて、文字切り矩形数のカウンタであるｍを初期化する。次に、領域判
定部２（８０１）において、まず、ステップ９０７にて、文字切り矩形内の閉ループ数（
ＮｕｍＬｏｏｐ）を算出する。閉ループ数とは、文字切り矩形内における黒画素、または
白画素の輪郭数であり、詳細については、後述する。次に、ステップ９０８にて、閉ルー
プ数（ＮｕｍＬｏｏｐ）と予め設定された閾値ｔｈ（例えば閾値ｔｈ＝９）を比較する（
ここで、閾値ｔｈは、固定値でもよいが、文字切り矩形の大きさに応じて動的に可変とし
てもよい）。閾値よりも小さい場合は、ステップ９０９にてＴＥＸＴと判断され、閾値以
上の場合は、ステップ９１０にてＩＭＡＧＥと判断される。
【００５４】
　ステップ９１１にて、文字切り矩形数のカウンタｍと文字領域内の文字切り矩形数Ｍと
の比較を行い、全ての文字切り矩形についてステップ９０７～９１０の処理が終了してい
る（ｍ＝＝Ｍ－１）と判断するとステップ９１２へ進む。一方、未処理の文字切り矩形が
あると判断した場合は、ステップ９１３にてカウンタｍを増やしてステップ９０７に戻る
。
【００５５】
　ステップ９１２にて、領域数のカウンタｎと領域数Ｎの比較を行い、全ての領域につい
ての判定が終了したと判断すると本処理を終了し、未処理の領域があると判断した場合は
、ステップ９１４にてカウンタｎを増やしてステップ９０４に戻る。
【００５６】
　このように、領域判定部２（８０１）では、文字領域内に含まれる各文字切り矩形がＴ
ＥＸＴであるかＩＭＡＧＥであるかの判定を、閉ループ数に基づいて行う。ここで、入力
画像（５０１）を７０１とした場合、領域判定部２（８０１）で各文字切り矩形の判定を
行った結果を図１０の１００１に示す。また、図８の８０２は、この結果にもとづいて、
領域が文字領域かつ領域判定部２（８０１）でＴＥＸＴと判定された文字切り矩形領域を
用いて部分２値画像を生成することを示しており、この生成された部分２値画像の概略図
を図１０の１００２に示す。領域判定部２での判定処理が無い場合は図７の７１４のよう
に写真領域が２値化されてしまっていたが、領域判定部２での判定処理を行った場合に生
成される圧縮データ（５１７）は、高精度に領域判定できるので、図１０の１００３のよ
うに写真領域が２値化されてしまわずに済む。
【００５７】
　次に、ステップ９０７の閉ループ数の算出方法について図１１を用いて説明する。２値
画像からの輪郭線の抽出は、まず２値画像における輪郭線追跡のため追跡開始点を見つけ
ることから始められる。そして、この追跡開始点が発見されると、次にこの追跡開始点か
ら順にその画像の輪郭を追跡していき、追跡の終わった輪郭点には次々に追跡済のマーク
を付けながら追跡を続行する。こうして、この追跡が一巡した時点で一つの輪郭点列（輪
郭線）を求めている。このような手順を繰り返し行なうことにより、その画像中のすべて
の輪郭線を抽出することができる。文字切り矩形内におけるこれらの輪郭線の総数を本実
施形態では、閉ループ数（ＮｕｍＬｏｏｐ）としている。
【００５８】
　図１１は、文字切り矩形の一例であり、まず、ラスタスキャンを行って白画素から黒画
素に変化する点を輪郭線追跡のため追跡開始点１１０１として発見する。次に、破線矢印
１１０２に沿って輪郭を追跡する。１１０２が追跡開始点１１０１に戻ると閉ループ数は
、１つカウントされる。そして、次の追跡開始点１１０３が発見され、以下、同様の処理
が行われる。図１１では、閉ループ数は２とカウントされる。
【００５９】
　また、図１２の１２０５～１２０９はそれぞれ、文字切り矩形の例であり、夫々の閉ル
ープ数（ＮｕｍＬｏｏｐ）を示している。ここで、１２０５～１２０８のような文字の場
合は、閉ループ数が１桁と少ないが、１２０９のような写真の場合は、閉ループ数が極端
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に多いという特徴がある。
【００６０】
　以上のように、領域判定部２（８０１）において、文字切り矩形の閉ループ数にもとづ
いて、文字切り矩形が文字か写真かを判定することで、高精度に領域判定を行うことがで
きるようになる。高精度に領域判定できるようになるので、良好な画質の圧縮データ（５
１７）またはＰＤＦ高圧縮データを得ることが可能となる。
【００６１】
　（実施例２）
　実施例１では、文字切り矩形の閉ループ数にもとづいて、文字切り矩形が文字か写真か
を判定する場合について説明した。しかし、例えば、複雑な漢字は、アルファベット、ひ
らがなを含む一般的な文字に対して、閉ループ数が比較的多くなる傾向があり、また、逆
に、複雑な漢字の閉ループ数程度に少ない閉ループ数をもつ写真も存在する。
【００６２】
　実施例１では閉ループ数の閾値ｔｈを１つ用いて判断することにしていたが、実施例２
では、閉ループ数の閾値を複数段階に分け、閉ループ数以外の特徴量を利用できるように
することにより、文字切り矩形の判定をより良好に行うための領域判定方法について説明
する。尚、実施例１と同様の処理部分に関しては、基本的に、同図面、同図番を使用する
こととし、説明を省略する。
【００６３】
　以下、閉ループ数の閾値を複数設けた場合の領域判定方法について、図１３のフローチ
ャートを用いて説明する。
【００６４】
　図１３は、実施例１で使用した図９の９０７～９１０に対応する領域判定部２（８０１
）である。まず、ステップ１３０１にて、実施例１で前述したように閉ループ数を算出す
る。次に、ステップ１３０２にて、閉ループ数（ＮｕｍＬｏｏｐ）と予め設定された第１
の閾値ｔｈ１を比較する。ここで、閾値ｔｈ１よりも小さい場合は、ステップ１３０３進
み、閾値ｔｈ１以上の場合は、ステップ１３０７にてＩＭＡＧＥと判断される。ステップ
１３０３では、閉ループ数（ＮｕｍＬｏｏｐ）と予め設定された第２の閾値ｔｈ２と比較
する。ここで、閾値ｔｈ２よりも小さい場合は、ステップ１３０６にて、ＴＥＸＴと判断
される。閾値ｔｈ２以上の場合は、ステップ１３０４にて色分散値（ＣｏｌｏｒＳｔｄ）
を算出する。色分散値の算出方法については、後述する。次に、ステップ１３０５にて、
色分散値と予め設定された色分散値の閾値ｔｈ３を比較する。ここで、閾値ｔｈ３よりも
小さい場合は、ステップ１３０６にて、ＴＥＸＴと判断される。閾値ｔｈ３以上の場合は
、ステップ１３０７にてＩＭＡＧＥと判断される。なお、各閾値は実験的に求めた値を用
いればよく、例えば、ｔｈ１＝１８、ｔｈ２＝６というような値などが用いてもよい。
【００６５】
　ここで、前述したように閉ループ数が比較的多くなる複雑な漢字や閉ループ数が比較的
少ない写真を第２の閾値ｔｈ２より大きくなるように第２の閾値ｔｈ２を設定し、一般的
な単色（例えば、黒）の文字に対して、一般的な多階調表現をもつ写真は、色分散値が大
きくなるという特徴を利用することで、ステップ１３０５にてそれらを良好に判定するこ
とが可能となる。
【００６６】
　次に、色分散値の算出方法について説明する。ここで、色情報は、縮小多値画像（５１
３）の色（例ＲＧＢ値の各８ｂｉｔ）を参照する必要がある。さらに、好ましくは、ＲＧ
Ｂ値を輝度、色差情報に変換した値（例えば、ＹＣｂＣｒ値の各８ｂｉｔ）を参照する。
ここでは、例としてＹＣｂＣｒ値のＣｂ値の色分散値を算出する。ＲＧＢからＹＣｂＣｒ
への変換方法については、公知であるため、説明を省略する。
【００６７】
　色分散値は、一般的に知られるｖａｒｉａｎｃｅを用い、下記の式で求められる。
【００６８】
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　　ｖａｒｉａｎｃｅ（分散）：Σ（Ｃｂ（ｉ）－ｍ）２／ｎ
（ｎ：データ数（文字切り矩形内の黒画素数）、
Ｃｂ（ｉ）：文字切り矩形内の黒画素と位置的に対応する縮小多値画像のＣｂ値、
ｍ（平均）：ΣＣｂ（ｉ）／ｎ）
　以上のように、閉ループ数の閾値を段階的に分け、各々の段階に応じて閉ループ数以外
の特徴量を併用することで、より良好な領域判定が可能となる。
【００６９】
　尚、実施例２では、閉ループ数とは異なる別の特徴量として色分散値を利用して説明を
行ったが、これに限るものではなく、例えば、文字切り矩形内に占める黒画素の密度情報
、または孤立画素情報などを利用してもよい。
【００７０】
　（実施例３）
　実施例１では、カラー複写機に搭載可能な、カラー画像の圧縮技術において本領域判定
方法を用いる例について説明したが、これに限るものではなく、本発明は、モノクロ複写
機におけるモノクロ画像の圧縮技術、あるいは、カラー複写機におけるモノクロ画像の圧
縮技術においても利用可能である。モノクロ画像の圧縮技術の場合は、図５の入力画像（
５０１）は、例えばグレースケール（８ｂｉｔ）であり、２値画像（５０３）及び縮小多
値画像（５１３）をＭＭＲによる２値圧縮とＪＰＥＧによる非可逆圧縮との組み合わせで
実現する。
【００７１】
　（実施例４）
　実施例１～３では、画像の圧縮技術において本領域判定方法を用いる例を説明した。実
施例４では、光学的文字認識（ＯＣＲ）技術を用いる際に、本領域判定方法を用いる例を
説明する。
【００７２】
　前述したように、ＯＣＲ処理では、文書画像に対して濃度射影（ヒストグラム）を取る
ことにより文字行を切り出し（抽出）、さらに１文字単位の文字ブロック切り出し（抽出
）を行う。そして、個々の文字ブロックから特徴データを抽出して、標準パタンとの類似
度が計算され、最も類似度の高い文字を認識結果として出力する。即ち、文字ブロック切
り出し（抽出）処理までは、実施例１の図９で前述したように、２値化、領域判定、文字
切り出しを行うことを意味する。また、前述したように、文字切り矩形が非文字である場
合、非文字に対して文字認識を行ってしまうと、全体の処理速度を低下させてしまう他、
意味のないテキストコードを出力してしまう場合もあり好ましくない。
【００７３】
　ここで、実施例４では、ＯＣＲ処理を行う前に、図８の領域判定部２で、予め文字切り
矩形の領域判定を行うことで、文字か非文字かを判定しておき、文字と判定された場合の
みＯＣＲ処理を行うことでこれらの問題を解決する。この処理を図１４のフローチャート
に示す。図１４において、９０１～９１４の処理部分は、実施例１で前述した図９と同様
であるため、説明を省略する。ステップ９０８にて、閉ループ数（ＮｕｍＬｏｏｐ）と予
め設定された閾値ｔｈを比較し、閾値よりも小さい場合は、ステップ９０９にてＴＥＸＴ
と判断されるため、ステップ１４０１にてＯＣＲ処理を行い、文字認識結果を出力する。
また、閾値以上の場合は、ステップ９１０にてＩＭＡＧＥと判断されるため、ＯＣＲ処理
は行わない。
【００７４】
　以上のように、ＯＣＲ技術を用いる際、不要なＯＣＲ処理を行わないため、処理速度の
向上が図られ、また、意味のないテキストコードを出力してしまうことを抑えることが可
能となる。
【００７５】
　（実施例５）
　実施例１では、図８のように、領域判定部（５０４）で複数の文字を含む文字領域を判
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定し、その領域から文字切りだし部（５０５）で文字矩形領域を切り出して、領域判定部
２（８０１）において、閉ループの数に基づいて文字か否か判断していたが、この処理の
流れに限るものではない。例えば、領域判定部（５０４）で文字領域の判定を行わずに、
文字切りだし部（５０５）において、画像５０３から直接文字矩形領域を切り出すことが
できるようにし、領域判定部２（８０１）において、該文字矩形領域の閉ループの数に基
づいて文字か否か判断するようにしてもよい。
【００７６】
　（実施例６）
　本発明は、複数の機器（例えばホストコンピュータ、インタフェース機器、リーダ、プ
リンタなど）から構成されるシステムに適用しても、一つの機器からなる装置（例えば、
複写機、ファクシミリ装置など）に適用してもよい。
【００７７】
　また、本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラム
コードを記録した記録媒体を、システムあるいは装置に供給し、そのシステムあるいは装
置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に格納されたプログラムコードを
読み出し実行することによっても、達成されることは言うまでもない。この場合、記録媒
体から読み出されたプログラムコード自体が本発明の新規な機能を実現することになり、
そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することになる。プログラムコ
ードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッピー（登録商標）ディスク、ハ
ードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不
揮発性のメモリカード、ＲＯＭなどを用いることができる。
【００７８】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実
施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュ
ータ上で稼動しているＯＳなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって
前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００７９】
　さらに、記録媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された拡
張機能ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれ
た後、そのプログラムコードに指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに
備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施
形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００８０】
　以上のように、本発明によれば、領域判定精度を向上させることが可能となる。また文
字と非文字の好適な領域判定を実行することができるので、良好な画質が得られると共に
、圧縮効率を向上させることが可能となる。また、ＯＣＲ技術を用いる際、処理速度の向
上と共に、意味のないテキストコードを出力してしまうことを抑え、認識率を向上させる
ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】本実施例１におけるシステムの概略図
【図２】本実施例１におけるＭＦＰのハードウェア構成
【図３】本実施例１におけるＭＦＰのソフトウェア構成
【図４】本実施例１におけるＰＣのハードウェア構成
【図５】画像圧縮装置のブロック図１
【図６】画像伸長装置のブロック図
【図７】入力画像のサンプル～出力画像のサンプル
【図８】本発明における画像圧縮装置のブロック図２
【図９】本実施例１における領域判定のフローチャート
【図１０】本実施例１における入力画像～出力画像のサンプル
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【図１１】閉ループ算出の説明図１
【図１２】閉ループ算出の説明図２
【図１３】本実施例２における領域判定のフローチャート
【図１４】本実施例４における領域判定のフローチャート

【図１】 【図２】



(16) JP 4579759 B2 2010.11.10

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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